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〈 表 紙 〉

【写真左上】　東児湯支会　川南町「峠の里」から眺められる児湯の風景

  川南町を走る東九州高速道路の川南パーキングエリア「PLATZ（ぷらっつ）」をさらに２㎞ほど北上した
ところの山手側に「峠の里」という景色の素晴らしいお食事処を兼ねたお茶屋さんがあります。そこには、
展望所があり、東児湯のほとんどの町、遠くはシーガイアまで見渡すことができます。東児湯は、宮崎県の
中央にあり、農業や水産業など、様々な産業が盛んな地域です。そこに人々が集い、多くの学校がありま
す。将来を担う子どもたちが、この広々とした大地のように、豊かでたくましい大人へと成長し、社会で活
躍できる存在になれるよう東児湯の各小中学校で毎日熱心に教育活動が行われています。

【写真右上】　東諸支会　「綾小学校の「鐘楼堂」（綾町）」

　綾小学校は小高い丘の上にあり、かつては「綾光寺（りょうこうじ）」という寺院がありました。寺の釣り
鐘は戦時中、国に供出されましたが、鐘の音を聞いて育った町民からの要望もあり、同校の創立１００周
年記念事業で建立されました。毎朝、６年生が交代で、重さ３３０貫（約１．２３７トン）の梵鐘をつくのが
慣例となっています。「いいこと百回がんばった百周年のおいわいに鐘つき堂ができました　朝日きらめ
く照葉の里にきょうもゴーンがひびきます　すばらしい日にしようと鳴ってます」

【写真左下】　宮崎市支会「大根やぐら」

　鰐塚山系から吹く冷たい西風「鰐塚おろし」が吹き始める１１月になると、田野町から清武町に広がる
広大な台地に、高さ６～８ｍ、長さ９０ｍにも及ぶ巨大な「大根やぐら」が出現します。この「大根やぐら」
は、冬場の寒風と雨の少なさに加え、氷点下にならない絶好の気象条件と、大根を丸ごと一本干す伝統的
な「干し野菜」が織りなす地域特有の景観です。農業にまつわる伝統文化として令和３年２月には日本農
業遺産にも認定されました。近年では「大根やぐら」を使ったイベントが色々と催されていますので、皆さ
んも訪れてみてはいかがでしょうか。

【写真右下】　西都地区支会　「都於郡城址まつり」

　1997年に『都小っ子学校と地域が一体となった祭り（とのっこまつり）』と『伊藤家歴代種主従の慰霊と
供養のために開催されていた都於郡城址顕彰会の「高屋山陵祭」』を1つにして始められたそうです。2001
年の第5回からは学校と地域が一体となったまつりとして西都市の4大まつりとなりました。会場の都於
郡城址は国指定の史跡となっております。また、今年5月にNHK総合で放送された日本最強の城スペシャル
第14弾において、『日本最強の城』に選ばれ、内外で注目が集まっています。







































　１１月に入り、例年にない寒暖差の激しい気候となったり、インフルエンザの流行が早まった

りと、コロナ禍が過ぎても各学校で児童・生徒への体調面や感染症対策等への対応に追われる日々

をお過ごしのこととお察しいたします。この冊子が完成し、各学校の教頭先生方のお手元に届く

ころには、さらに寒さが増していることでしょう。

　さて、各学校では９月以降、運動会・体育大会や文化発表会・合唱コンクール等、多くの学校

行事が行われたことと思います。本校でも教育課程に沿って各行事を実施しましたが、コロナ禍

以前の従来の実施形態で行うのか、感染症対策や人数制限はどうするのかなど、全職員で何度も

議論しながら何とか実施につなぐことができました。

　この行事については、各学校で大きく実施形態が変化したことと思いますが、教頭職にある私

たちにとって、コロナ禍で簡易化されたままの実施でよいのか、行事の目標は達成されるのか、

児童・生徒の達成感・充実感につながるものになるのかなど、改めて考えさせられたり悩まされ

たりした機会であったとも考えます。働き方改革推進の観点からも、教頭としてどう向き合って

対応していくべきか、今後も各支会の中でも情報共有していきながら教頭の責務を果たすことが

できればうれしく思います。

　今回、各支会広報担当の先生方の協力を得て、無事に第１４５号が完成しました。先生方の随

想を拝読させていただき、新任教頭としてそれぞれの新任地でのご苦労や想いがひしひしと伝わっ

てきました。教頭になり数年が経過しましたが、初心に戻り、児童・生徒及び保護者や地域のた

めに尽力していかなければならないと改めて考えさせられました。

　最後になりましたが、ご多用な時期に執筆していただきました先生方に心から感謝申し上げま

す。全会員の皆様にとって、多忙な日々がこれからも続くとは思いますが、お体を大切にし、有

意義な年末年始・冬季休業となりますようご祈念いたします。

                                               令和５年１１月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         宮崎県公立小中学校教頭会　広報部
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